
 

 

 

 

 

 

 
 

■ ねらい 

① 目と手の協応 

② 注視することができる 

③ 手指の巧緻性 

④ 手指の力の調整 

教材・教具の写真 呈示方法 

 

 

○棒を筒の穴に入れていく課題 

○手の巧緻性の段階に合わせて 

★入れるものを大きく握りやすいもの 

★細かく指先でつかむもの等、工夫する。 

○集中力により入れる棒の数を調整 

○始めと終わりのわかりやすさも特徴の一つ 

ポ
イ
ン
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●容器（プラスチック、アルミ缶など） 

●入れるもの（ダボ、ビー玉、ブロックなど） 

●お菓子の箱（固定する台） 

 

 

 

 

 

 

□健康の保持 □心理的な安定 □人間関係の形成 □環境の把握 □身体の動き □コミュニケーション 

初期学習 

プットイン課題 

材料・入手先 

  
自立活動の区分 

見る・入れる 

 
１ 箱に固定する 棒を立てて呈示 缶の容器   

２ ３ 

・箱に固定することで、
枠ができ、注視しやす
くなる 

・棒を箱に固定すること
で「抜く」課題にもな
る 

・始めと終わりがわかり
やすくなる 

 

・入れたときの音を楽し
むことができる 

 


